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要旨

　食育は家庭を中心としつつ、学校においても取り組む必要があり、文部科学省の学習指導要領にも食育が位
置付けられている。学校で展開される食育において、給食の時間は年間約190日あり、その指導は学級担任や
栄養教諭により行われているが、先行研究では児童の食行動に学級担任の働きかけが影響するという報告があ
る。一方栄養教諭による影響等に関する報告は少ないため、本研究では、栄養教諭の専門性を活かした指導内
容や媒体を検討し、給食の時間における指導の実践について考察することを目的とした。
　方法は、山口市立宮野小学校児童（1～6年生全20クラス）を対象に平成28年6月から11月にかけて給食時間
における食に関する指導を約10分間行った。指導テーマは、児童の実態や食に関する指導の全体計画をもとに、
指導目標を設定し、指導案及び媒体を検討した。1年は食器の置き方、2年は好き嫌い、3,4年は地場産物、5,6
年は和食のテーマとした。評価は、指導時の児童の挙手回数や発言などの行動を観察し、興味・関心の高まり
を中心に行った。
　その結果、1,2年については、給食の食器を擬人化し、食器学校を舞台に正しい食器の置き方や、肉食・草
食動物を題材に何でも食べることの重要性を伝えた紙芝居等により、児童の興味・関心を引き出せたと考え
られた。3,4年は、山口市産、山口県産の地場産物を社会科との関連や給食の食材を意識し、食材の花、効能、
特徴、産地をクイズ形式で伝え、社会科の復習にもなったようである。5,6年は和食献立にまごはやさしいの
食材を活用し、和食のよさの理解につながった。
　全体的に知識教育が主であったが、児童の興味関心を引き出せたと考える。今後は、意欲、実践に向けた働
きかけが課題である。

Ⅰ　緒言
　食育は、家庭を中心としつつ、学校・地域におい
ても子どもたちに望ましい食習慣を身につけさせる
ことが必要であり１）２）３）、小中学校の学習指導要領総
則においても「学校での食育の推進」が明確化され
ている４）。学校における食に関する指導は、全体的
な計画を作成し、給食の時間、特別活動、各教科

等の学校教育活動全体において、各教科等の指導
内容・方法を生かしつつ教科横断的に関連付け、体
系的に理解させる指導が重要である３）。特に1日約1
時間の「給食の時間」は年間に約190日あり、準備
から後片付けまでの実践活動を通して計画的・継続
的な指導を行うことにより、児童生徒に望ましい食
習慣と食に関する実践力を身に付けさせることが期
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待できる3）。そのためには、教科の指導内容と関連
した献立作成や献立のねらいを明確にし、教材とし
て利用しやすいよう配慮するなど３）、学校給食を生
きた教材として用いることで児童生徒が体験を通し、
効果的に食への興味・関心を引き出すことが必要で
ある。給食の時間における食に関する指導に位置づ
けられる給食指導は、主として学級担任が行うもの
である3）が、栄養教諭は献立を通して、食品の産地
や栄養的な特徴を指導するなどの専門性を生かす必
要性がある４）。学校現場では、学級担任と栄養教諭
などが連携して給食の時間における食に関する指導
が行われ5）、より一層の教育効果が期待されている。
学級担任が給食の時間に、小学校児童に共食をする
場の雰囲気や時間をつくり指導を行ったところ、好
き嫌いが少なくなるなど児童の食行動が変化したと
いう報告がされている6）。一方で、栄養教諭による
給食の時間における食に関する指導が児童に及ぼす
影響などに関する報告は少ない。
　そこで、本研究では、小学校において給食の時間
における学年ごとの指導内容や媒体を検討し、栄養
教諭の給食の時間における指導の実践について考察
を行った。

Ⅱ　方法
１　対象及び指導期間
　山口市立宮野小学校児童（1年～6年全20クラス）
を対象に、平成28年6月から11月にかけて週に2回
（夏休みを除く）給食の時間における指導を各クラ
スに行った。指導時間は給食時間の12:15～13:00の
内、お昼の放送終了を考慮し、最後の12:45～12:55
の10分間とした（表1）。
２　給食の時間における指導内容
　指導内容は、食の欧米化に歯止めをかけるために
和食を取り上げた。和食とは、主食がご飯であり、
副食に野菜、魚介類、大豆製品を中心としたもので
ある7) 8)。和食の良さは、栄養素バランスが良く生
活習慣病の予防となること、食物繊維の豊富な食材
が多いこと、日本でとれる食材を多く使用しており
食料自給率の低下を防止できることなどがあげられ
る6）7）9）。そこで、本研究の給食の時間における指導
の到達目標を「和食は栄養バランスが良く、健康に
役立つことを知る」「和食の特徴を捉えた1食分の
献立を立て今後に生かす」「日本でとれる食材を使
うことで食料自給率の低下を防止できることを知
る」と設定した。この目標を達成するために、児童
の実態（野菜や魚が苦手な子が多い、料理の名前を
知らない、食事のマナーが身についていないなど）
を踏まえ、また小学校の食に関する指導の全体計画
をもとに以下の⑴～⑹のとおり選定した。また⑴～
⑹の指導の前提として⑺の指導も併せて考えた。図

1、表１に期間中に行った学年別の指導内容を示す。
⑴　1年生…食器の置き方
　1年生では和食の基本の一汁三菜についての内容
は難しく理解しがたいため、和食における食事マ
ナーとして食器の置き方について指導した。和食の
食器の置き方を理解することは主食、主菜、副菜に
ついて理解するきっかけとなると考えた。
⑵　2年生…好き嫌い
　2年生では野菜や魚が苦手な児童が多いため、好
き嫌いをしないことが体に良いことを指導した。
⑶　3年生…地場産物（山口市産）
　3年生では、日本の食材が多く使用される和食の
利点を理解すること、さらに社会科との関連で自分
の住む地域（山口市）の食材について知り、地場産
物について理解する必要があると考えた。
⑷　4年生…地場産物（山口県産）
　4年生では、社会科で山口県の地理を学習するこ
とから、自分の住む県（山口県）の食材を知り、3
年生の内容をステップアップさせた地場産物につい
て指導することとした。
⑸　5年生…和食
　まず、和食の形態が一汁三菜であること、そして
「まごはやさしい10）11）」という食材の最初の文字を
覚えやすく言い表した言葉を活用して、栄養素バラ
ンスの良い食事の考え方を指導した。これらは、日
本に昔からなじみのある食材であり、「ま」は豆、
大豆製品、「ご」はゴマなどの種実類、「は」は、
つなぎ言葉のはでなく「わ」で、わかめなどの海藻
類、「や」は野菜、「さ」は魚介類や小魚、「し」
はしいたけなどのきのこ類、「い」はいも類である。
「まごはやさしい」の食材を探すことが、和食への
興味の入り口になると考えた。
⑹　6年生…和食
　6年生では、5年生と同様にまず和食についての理
解を深めておく必要があると考え、「まごはやさし
い」を活用した指導を行ったのち、実際に和食献立
が立てられるように指導することとした。指導にあ
たっては、家庭科における味噌汁の調理実習と関連
するよう配慮した。
⑺　3つの食品のグループ（全学年）
　上記⑴～⑹の指導内容の事前指導として、栄養素
バランスの良さの１つの指標である3つの食品のグ
ループについて学校給食を用いて行った。

３　指導案及び媒体
　各学年の指導案中の食育の観点については、文部
科学省の食に関する指導の目標3）（①食事の重要性、
②心身の健康、③食品を選択する能力、④感謝の心、
⑤社会性、⑥食文化）を用いた。教材は、食事環境
（チョークの使用）への配慮、教材を提示する際の
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準備の簡便性、容易性（持ちやすさ、めくりやす
さ）、携帯性などからA3スケッチブックを用いた。
各学年の給食の時間における食に関する指導案を表
2～表7に示す。

⑴　1年生…食器の置き方：7月に各クラスに1回ず
つ指導を行った。
　1年生は紙芝居を作成しキャラクターは食器学校
に通う茶碗君、お椀君、平皿君、牛乳君、箸先生
（媒体1）とし、各々に表情を持たせ正しい席に座
れば笑顔、間違った席に座れば困り顔と児童に親し
みやすくした。また小学校の正門や教室の写真を使
用し、各食器キャラクターと児童自身を重ね合わせ
られるようにした。導入では、紙芝居の初めに正し
い席順を示し、次に間違った席順を提示し児童に問
いかけながら、正しい席順になるよう指導を進めた。
その際食器キャラクターをマジックテープで着脱可
能にし、移動を視覚的に捉えられるようにした。展
開では、茶碗君たち食器も児童と同様に決められた
席に座らなければならないことを伝えた。終末では
学校の食器の写真を用い（媒体3）、食器の置き方

の指導を行った。実際の食器の写真を使うことで、
キャラクターから実際の生活に落とし込めるように
した。そのため、指導においては、紙芝居の内容を
振り返りながら、食器の正しい位置を問いかけ、箸
の置き方についても配慮した。ただ献立内容により、
毎回すべての食器がそろっているとは限らないため、
当日の給食の食器の置き方の例を提示することで、
実際に食器を置き替えられるようにした。併せて児
童に、給食室の展示食を活用し食器の置き方の参考
にするように促した。
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　2年生も1年生と同様に紙芝居を作成し、導入に野
菜を食べる理由を考えさせた。ストーリーは、肉食
動物のライオン君（媒体4）が野菜を食べずに過ご
し、ある日体の調子を崩してしまう（媒体5）。そ
の晩夢に野菜の神様が出てきて（媒体6）野菜を食
べることの大切さをライオン君に教える。その後
ライオン君は野菜をしっかり食べて元気に過ごす。
（媒体7）というものである。キャラクターにライ
オンを用いた理由は肉食動物であり、児童に野菜を
食べていないイメージが持ちやすいと考えたからで
ある。展開では当日の給食に使われている野菜を提
示し、事前指導した3つの食品のグループに登場す
る汽車君（後述）の話を振り返り、改めて野菜（緑
色の食品）を食べる大切さを認識させた。また、野
菜以外の食材が嫌いな児童もいるため、終末では、
緑色の食品のグループ以外の赤、黄色の食品のグ
ループでも3色そろっていないと、元気に動くこと
ができないことを振り返り、好き嫌いなく食べる重
要性を伝えた。

5  

4  

7  

6  
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　導入ではまず、身近な地場産物のことを知るため
に、クイズを用意し児童の興味を引き付けた（媒体
8）。クイズはヒントを出して食材を当てるもので
ある。ヒントの内容は、児童に知ってほしい内容
（食材の花や、効能、特徴）を盛り込み、最後のヒ
ントで多くの児童が答えられるようクイズに参加し
やすい配慮をした。クイズに用いた食材は給食で使

われる頻度が高いものを選んだが、他にも地場産物
は多くあるため、展開では小学校の近隣で開催され
る朝市を取り上げることとした。旬の食材が並ぶ朝
市の食材は、給食に用いられることもあり、取材を
行った（媒体9）。終末に地産地消の言葉の意味や、
地産地消のよさを説明する際も、媒体を用意し視覚
的に理解しやすいよう努めた。

4 3  

市

3 11 1  

宮野小学校地区の食材について知る。
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　4年生は、3年生より地場産物の領域を広げ、山口
県の地場産物とした。導入のクイズでは、児童が食
材の生産過程に関心をもつよう工夫し（媒体10）、
また社会科との関連で、山口県の地図を使用した。
展開では、山口県の地図を用いてどのあたりで生産
されているかの振り返りができるようにした。終末
では山口県全体でどのような食材が生産されている
かの全体マップを用意し、山口県の気候風土に合っ
た、多くの食材が生産されていることを視覚的に示
すこととした。 　

3  

1 2 
10  
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　導入では、和食に興味を持たせるために、和食が
世界に注目されていることを示す媒体として、海外
での和食を提供する店舗の写真及び和食が世界無形
文化遺産に登録されたことを示す新聞の切り抜きを
用意した。次に和食献立（媒体11）を提示し、和食
のイメージを持たせるとともにその献立を例に一汁
三菜の説明を行った。展開では、日本古来の和食献
立に大事な「まごはやさしい」について説明した
（媒体12）。終末では「まごはやさしい」の食材を
そろえると栄養素バランスが良いことを示すために、
三食食品群の図に、まごはやさしいの食材を入れ込
んだもの（媒体13）を提示した。また、給食では
「まごはやさしい」の食材以外に牛乳や果物が使わ
れていることに気づかせ、これらを3つの食品のグ
ループに当てはめることで、給食はより良い栄養素
バランスになることを伝えた。
　　　

12  

11  

13  
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　導入では和食への興味を引き出すために、指導案
の学習活動１及び２について5年生と同様に行った。
6年生ではステップアップして、1食分の和食献立が
作れるようになって欲しいと考え、展開で味噌汁な
しの和食献立を提示し（媒体14）、この献立から
「まごはやさしい」の食材の中で使用されていない
食材を考えさせた（媒体15,16）。次に使用されて
いない食材を使うと味噌汁ができることを伝え、味
噌汁の具材を考えることとした。最後にお手本とし
ての例（媒体17）を提示し、「まごはやさしい」の
食材がそろっていることを確認した。

４　評価方法
　各学年への給食の時間における食に関する指導
実施の評価は、プロセス評価として観察法12）を用い、
事前・事後指導時や指導中の児童の挙手回数や発言
などの行動を観察し、興味・関心の高まりを中心に
評価した。また、栄養教諭や学級担任の観察状況と
併せて自身の振り返りを行った。

16  

15  

14  

17  
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Ⅲ　結果および考察
　本研究では、給食の時間における指導の到達目標
に向けた、小学校の学年ごとの指導内容、媒体を検
討することを目的に指導した。児童の反応や様子、
栄養教諭、学級学級担任の助言を踏まえての気づき
や改善すべき点を考察した。
⑴　１年生・・・食器の置き方
　指導案の学習活動1「食器を正しく並べないと困
ることを知る」では、児童は話をする前から興味を
示し、紙芝居中も児童の発言が多く集中して話を
聞く様子が見られた。1年生は、文字や口頭での説
明では内容をイメージしにくいと考え紙芝居を用い
たが、興味を引き出すために重要な役割を担うこと
が考えられた。子どもが自発的行動を推し進めるた
めには、興味が必要であり、興味のある所に自主的、
自発的な学習が成立する13）とされていることからも、
給食時間の設定に食器を擬人化した物語を盛り込ん
だ紙芝居は、指導の導入として意義があったと考え
る。しかし、各食器キャラクターの表情の変化が児
童にわかりにくく、今後は食器の顔の部分の面積を
広くする、輪郭を太くするなどの工夫の必要がある
と思われる。また一方的に話すことのないよう、紙
芝居中に児童に問いかけながら、各食器キャラク
ターを正しい席に座らせていったが、初めに正しい
席を示していたことで、児童は多く発言することが
できていた。1年生は、記憶の定着が難しい状況で
あり、本指導のように初めに答えを示すことが、後
の児童への問いかけに対する発言の多さや意欲を生
み出すと考えられる。
　学習活動2「配膳時の食器の並べ方には決まりが
あることを知る」では、問いかけに対して返答でき
る児童が多かったため、席に座れないことが困ると
いう認識を持ったと考えられる。これには、栄養教
諭から右にお椀、左に茶碗、その間に三角の頂点に
なるところに平皿という三角置きという並べ方の指
導を受けていたことが大きい。しかし、正しい位置
に食器を置くことの必要性が理解できていない児童
もみられた。指導案の学習活動３「食器の正しい並
べ方を知る」では、食べ終わって食器を片付けてい
る児童も見られ、実際に確認したり、正しい位置に
直したりすることが必ずしもできたわけではなかっ
たため、確認を取ることはできなかった。今後は指
導時に確認を行うだけではなく、配膳時に巡回し指
導していくことも必要だと感じた。併せて給食室設
置の展示食（本日の給食の配膳図）を参考にするよ
うに促したところ、主観的な評価ではあるが、展示
食を見る児童が増えたようである。
⑵　2年生・・・好き嫌い
　学習活動1「野菜を食べる理由を考える」で
は、キャラクターにライオンとゾウを紙芝居に用

い、1年生と同様に興味関心を抱かせることができ
た。「なぜ、ライオン君の体調が悪くなったのか」
の問いかけに対し「野菜を残しているから」という
発言が多くあり、野菜を食べることの大切さを意識
化できたものと思われる。もちろん紙芝居中にライ
オン君が野菜を残していることは伝えているが、多
くの子の発言があったことは、ライオンが肉食動物
であるという認識があったことも関係したと思われ
る。指導案の学習活動２「本日の給食に使われてい
る野菜、果物を知る」、学習活動3「野菜を残さず
食べることの大切さを知る」では、1学期の3つの食
品のグループの指導内容の記憶がある児童は、野菜
の働きについて理解していたと考えられる。また、
普段から野菜を食べている児童は、「私は残さず食
べてます」などの発言があり、野菜を残さず食べる
という意識があることを確認できた。一方、野菜が
苦手な児童からは、野菜を食べようという発言を聞
くことはできなかったが、野菜以外の嫌いな食べ物
でも大切な働きがあるので食べるように伝えたとこ
ろ、残さず食べようといった発言が聞かれた。我々
は、残さず食べる重要性を知識として伝えたが、知
識よりもまず、児童が置かれている環境の調整や児
童の行動への直接的な働きかけによる実践の後に、
対象児童に適した発達段階での知識教育を行うとい
う方法が報告されており14）、今後児童への教育手法
を検討する必要がある。何でも食べなくてはいけな
いことを理解していても、実際には苦手な食べ物を
残してくる児童には、一口でも食べてみようなどと
学級担任や栄養教諭などが、日々声をかけることが
重要であることを再認識した。
⑶　3年生・・・地場産物（山口市産）
　指導案の学習活動1「山口市産の食材について知
る」ではクイズ形式で食材の花、効能、特徴を伝え
たところ、指導を終えた後に他のクイズはないかと
尋ねてきた児童も見られ、食材のへの興味・関心を
引き出すことの一助になったものと考える。活動
2「某小学校地区の食材について知る」では本日の
給食に含まれる地場産物を紹介した。その中でクイ
ズに登場したキャベツが使われていることを伝える
と、給食から探し出す児童もいた。やはり給食を生
きた教材として活用するメリットとして指導内容を
皆で共有できる点にあると考える。はなっこりーの
クイズでは、最後のヒントにCMで用いられている
はなっこりーの歌を流すと、その曲中に正解が出て
くるため、児童は自信を持って発言することができ
た。その後、朝市の紹介を行った。児童の朝市の認
知度は高かったが、そこで販売されている食材が給
食に使われていることを知り、新しい発見となった
様子も見られた。児童の中には祖母が朝市で働いて
いることから、朝市を身近に感じている児童もおり、
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本指導は地産地消における、“作っている人の顔が
見えるので安心”という点が伝わりやすかったと考
える。学習活動３「地産地消について知る。」で
は、地産地消という言葉自体をあまり聞いたことが
ない様子の中、地産地消の良いところ３つを説明し
た。媒体を用意し視覚的に確認できるようにしたこ
とで、児童は指導後半にもかかわらず、話を聞いて
くれていた。児童の集中力には限界があるため、興
味を引くものを準備する必要があると考える。しか
し地産地産の良さの1つである“移動コストがかか
らないため、環境に良い。”が理解しにくかったよ
うだ。遠くから食材を運んでくるその分、ガソリン
を使い、その排気ガスが環境汚染に繋がることを丁
寧に説明する必要がある。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
⑷　4年生・・・地場産物（山口県産）
　学習活動１「山口県産の食べ物を知る」で、クイ
ズのヒントとして山口県の地図を用い、地名を問う
と、社会科の授業で山口県の地域について学習して
いたため、多くの児童が正解でき、学級学級担任か
ら「復習になってよかった」という感想があった。
他の学年においても、生活科の授業で児童がさやむ
きをしたグリーンピースやそら豆を給食に使用した
り、国語の授業で「姿を変える大豆」を学習した後、
大豆料理を給食に提供する日に大豆の話をするとい
うように、各教科との関連を考えた給食の時間にお
ける食に関する指導は、児童の学習内容を定着させ
るのに役立つと言える。先行研究では、社会科およ
び総合的な学習の時間における食に関する指導とし
て、食べ物を大切にする態度を形成し、残さず食べ
る自己効力感を高め、給食を残さず食べる行動形成
をねらいとして加えたところ、有意な学習成果が見
られ、その後も残さず食べる行動を維持することが
できたという報告がある15）。このことから、各教科
と関連した給食の時間における食に関する指導に加
えて、各教科の特性を生かした食に関する指導も推
進していくことが必要と考える。また気づきとして、
千石台大根のクイズでは、青首大根の説明時に色は
緑色であるが、青と表現することについて、信号機
の色に例えて説明すると理解しやすいことを学んだ。
　学習活動２「クイズに出した食べ物の産地を地図
で確認する」では、クイズで紹介した食材の他にも、
山口県で多くの食材が作られていることを視覚的に
理解できるよう児童に資料を提示し説明すると、驚
く様子が見られた。学習活動３「気候風土に合った
食べ物が作られていることを知る」では、大島みか
ん、千石台だいこんのクイズ以外は、気候風土につ
いてあまり触れていなかったため、出題する食材と
気候風土の説明のしかたを検討する必要がある。3
年生のクイズも同様であるが、ヒントの最後は大半

の児童が意欲や自信をもって発言できるよう仕組む
ためにも日頃児童が食材についてどこまで理解して
いるかを学級学級担任と連携しながら把握しておか
なくてはならない。
　　
⑸　5年・・・まごはやさしい
　まず、学習活動１「和食が世界に誇るものである
ことを知る」として、海外の寿司屋や世界無形文化
遺産に登録されたことなど写真や新聞記事を用いて
和食のすばらしさを導入に伝えたが、児童が興味を
引いているような発言はみられなかった。それは世
界無形文化遺産の説明時に萩の反射炉や松下村塾を
例に挙げたが、児童の認知度は低く、イメージがし
にくかったためであると考える。次回は、認知度が
高い広島の厳島神社や原爆ドームなどを例に出し
て説明することとした。また海外の寿司屋の写真
は、一店舗だけでなく寿司屋が軒を連ねている写真
の方が効果的であったと考える。次に和食で思いつ
く食べ物を問うと、寿司や天ぷら、魚、煮物、みそ
汁が多くあげられた。学習活動２「和食を実践する
ために『まごはやさしい』をそろえるとよいことを
知る」では、一汁三菜や「まごはやさしい」という
言葉を写真や文字で示すことで理解しやすいよう工
夫したが、媒体12のように、児童には種実類に分類
される食材がごま以外に浮かびにくく、詳細な説明
が必要であった。そして学習活動３「給食には『ま
ごはやさしい』の食材に加えて牛乳、果物も取り入
れることによりさらに栄養バランスが良くなってい
ることを知る」では、「まごはやさしい」を3つの
食品のグループに落とし込んで指導を行ったことで、
各学期に１回行う3つの食品のグループの復習とも
なり、「まごはやさしい」の食材を揃えた食事が栄
養バランスの良い食事であること、さらに給食によ
く使われる牛乳と果物を追加することでさらに栄養
バランスがよくなることを視覚的に理解できた。
⑹　6年・・・和食
　学習活動１「和食について知る」では、5年生の
指導時の反省すなわち既習内容や経験への配慮不足
であったことを踏まえ、世界遺産の例に修学旅行先
であった広島の原爆ドームや厳島神社を提示した。
これが世界遺産のイメージのしやすさにつながった
かどうかを判断できる発言は見られなかったが、指
導を聞く児童の様子から興味を持たせることができ
たのではないかと思われる。また、発問のしかたで
は、「和食と言えば何を思いつくか。」よりも「和
食と言えばどのような食べ物や料理を想像するか」
という問いかけの方が児童の発言を引き出しやすく
なることを学んだ。実際この発問に対する児童の発
言には、５年生の指導であげられた寿司、てんぷら
などの料理の他に、米、味噌や醤油などの調味料も
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あがった。
学習活動２「『まごはやさしい』について知る」で
は、この言葉を知っている児童もいたため、「ま」
めの大豆製品にはどのような食べ物があるかなどの
問いかけを交え、「さ」かなには、小魚（給食によ
く出されるしらす干しを例に）も含まれることなど
も説明した。次に、学習活動３「和食の献立（媒体
32）で『まごはやさしい』の何が足りていないか考
える」では、媒体15,16を用い和食献立に使用され
ていない食材を考えさせた後、その和食献立に使用
されていない食材を使うと味噌汁ができることを
気づかせるために媒体14,17を用いた。本活動から、
双方向の指導にするためには、媒体の工夫が有用で
あると再認識した。また、学習活動４「足りていな
い食材を使った汁物（味噌汁）を考えることができ
る」では、具材にしいたけやいもなどの「まごはや
さしい」の頭文字の食材のみ挙がる状況もみられた。
このような場合、きのこの仲間には、しいたけの他
にしめじやえのき茸などが入ることを適宜説明した。
⑺　まとめ
　本研究では、和食について、児童の実態や学年に
応じた指導内容を検討した。児童期には人間以外の
事物や自然の世界について、最も知的な好奇心が向
けられる傾向がある16）と言われており、この時期に
和食に関する指導を行えたことは、児童の今後の生
活に活かされていくものと期待される。しかし、図
1の給食の時間における指導の到達目標達成度の評
価を行うことはできなかった。「栄養バランスの良
さが健康に役立つことを知る」「日本でとれる食材
を使うことで食料自給率の低下を防止できることを
知る」といった知識教育の目標については、児童の
反応から各学年の和食に関する指導の内容が伝わっ
ていると考えられる。しかし「和食の特徴を捉えた
1食分の献立を立て、今後の生活に活かす」といっ
た実践に向けての目標の達成度は判断ができない。
　給食の時間における指導は、特別活動の学級活動
に位置付けられており、その特質は「指導に当たり
児童の実践を前提とし、実践を助長することが大
切」17）とあるように実践に重きを置いている。一方、
栄養教育においては、専門職主導の指導型の働きか
けから、対象者主体の学習援助型への転換の重要性
が高まっているという報告もある18）。行動変容をし
やすくなる条件には、知識・意欲・技能がある19）と
されており、今回の給食指導では、知識・意欲への
アプローチが主であった。意欲に向けては児童の知
的好奇心の刺激を通して意欲を高める内発的動機付
けと児童の基本的な欲求を満足させるような強化子
（賞罰・評価・強制など）を外部から与える外発的
動機づけがある20）21）。本給食指導では、児童に身近
な関心があると思われる例をとりあげたり、自信を

持って発表できるように成功の機会を仕組むなどの
工夫をしたが、さらに児童の探究心が喚起されるよ
う給食時間の指導の組み立ても検討していきたい。
　一方で給食の時間における指導は通常の授業と大
きく異なり、時間が10分程度と短い。その中でいか
に伝えたいことを指導していくかを考えなくてはな
らない。そのためには指導の内容を厳選しながらも、
必要な内容を盛り込んだ指導案の作成が重要である。
本研究では児童から指導中や指導後に質問を受ける
ことが多く、指導内容に興味を持ち印象に残ってい
たと思われた。短い指導時間でも内容を工夫するこ
とで児童を引き付ける指導が可能であることを実感
したが、今後給食の時間における指導を行う中で、
念頭に置かなくてはならないことが5つあると考え
た。
　1つは児童の実態に合わせることである。給食の
時間における指導は一日一クラスが限界である。つ
まり全学年、全クラスに指導を行えば、本研究の対
象校20クラス数の規模では、指導の間隔が1カ月～2
カ月と空くことになる。その間にも児童は様々な授
業・体験を通し成長しているため、学級学級担任と
の連携や、他の教科との関連を図り、児童の実態に
合わせた指導案計画が必要である3）。また、児童は
指導中、意図しないタイミングに突然に質問をして
くることも少なくないため、対応できる幅広い知識
を持つことが求められる。例えば、ほうれん草や小
松菜の違いや、レタスとキャベツの違い、果物と野
菜の違いなど児童が区別しにくいことを日頃から意
識し、説明できるようにしておくことが大切である。
そういった児童の興味や思考に合わせて指導を行う
ことが、児童の興味関心を引き出し、理解につなが
ると考える。また、前述の先行研究にあるように学
級担任による給食時間における指導の有用性が示さ
れているが、その指導の内容は食事の意義や必要性
に対する抽象的な指導が多い。そこで、我々栄養教
諭に求められるのは、エビデンスに基づいた食の指
導であると考える。しかし、我々の指導後に学級担
任がその指導内容と関連づけて発展させた内容の指
導を行う様子が見られ、さらに指導効果が高まるも
のと感じた。
　2つ目は時間管理である。伝えたいことが多いた
め時間を超過することがあった。時間超過の他の要
因として、給食の準備、喫食、片付けの状況などに
学年による差が大きいことである。低学年の指導に
おいては話を聞くことに集中しすぎて給食を食べる
のが遅くなる実態を考慮し指導を行わなければなら
ない。さらに、発問による児童の発言が多種多様に
なることで指導時間が超過する場合もある。このよ
うな多種多様な発言は、様々な答えを探しあう参加
型の給食指導となるが、児童の発言や挙手から理解
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状態を把握しながら、指導内容が臨機応変に組みか
えられる柔軟さも必要である。さらに、時間管理の
ためには、媒体の工夫も重要であり、本研究では主
にA3スケッチブックを使用した。給食の時間では
衛生面への配慮はもとより、指導準備・後片付けの
簡便性などに配慮した指導が必要なため、スケッチ
ブックの選択は適切であった。ただ、スケッチブッ
クは黒板に比べ文字なども小さくなりがちであるた
め、教室内を適宜移動しながら示す配慮が必要とな
る。また、発言によって騒がしくなるクラスもある
ため、普段児童の様子を把握している学級担任から
の指導や協力も大切である。
　3つ目として、栄養に係る知識には個人差がある
ことを認識しておくことが挙げられる。給食の時間
における食に関する指導では、知識がある児童やよ
く発言する児童の声を拾うだけでなく、あまり発言
や反応がない児童や、理解が不十分な児童の存在を
意識し、説明の仕方は理解しやすい言葉かどうか、
さらに丁寧に説明するにはどのように話せばよいか
などを常に意識しておかなくてはならない。しかし、
発言や反応がない児童が、必ずしも理解していな
かったり、知識が不十分であったりとは限らないた
め、クラス全体の理解度や日頃の様子を把握し指導
にあたることも大切である。併せてそのような児童
に簡単な発問をしたり、記憶している知識を発表さ
せたりすることで、自信や興味関心をもたせ、思考
させる活動へと繋げることができる22）。
　4つ目が児童との関係である。普段、栄養教諭は
学級を持たず児童とのかかわりが少ないため、児童
との関係性を築くためには、給食時間の巡回や日々
の学校生活の中で児童とのコミュニケーションを図
ることである。それは日々の給食の時間における指
導の習慣化を図るという面でも重要であり3）、毎日
の中で繰り返し指導を行うことで児童の理解は深ま
る。
　5つ目が学校給食を生きた教材として活用するこ
とである。児童が実際に食べている給食について学
ぶことは一つの体験活動であり、体験活動は、豊か
な人間性、自ら学び、自ら考える力などの生きる力
の基盤、子どもの成長の糧としての役割が期待され
ている23）。毎日繰り返し行われる給食の時間におけ
る食に関する指導は、今後も学校における食に関す
る指導において中核をなすものであると考える。
　以上のように、給食の時間における食に関する指
導に焦点をあてた本研究では、和食に関する到達目
標の到達度評価は主観的なものとなったが、一度や
二度の指導で達成されるものではなく、少しずつ時
間をかけながら繰り返し行うことで理解が深まり、
習慣化されるものである3）ことから、指導内容や指
導方法のさらなる検討に加えて、計画的、継続的な

取り組みを行う必要がある。
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